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議会に提案された予

算案や条例案は、各委

員会に付託され審議さ

れます。また、市民の

方々からの請願や陳情

もそれぞれの委員会に

付託されます。 

委員会は、市役所お

よび議会棟に設置され

ているモニターで傍聴

できます。 
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控
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か
ら
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子
ど
も
の
成
長
を
守
り
支
え
る
社
会
ヘ 

上
野
み
え
こ 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
待
つ
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
と
な
る

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
、
被
害
に
会
わ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
の
ご
冥
福
と
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
件
が
発
生
し
、
そ
の
た
び
に
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が

行
わ
れ
、
対
応
•
対
策
が
充
実
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
事
件
は
ま
た
新
た
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
日
常
過
ご
し
て
い
く
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
、
さ
ら
な
る
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
に
留
ま

ら
ず
、
広
く
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
が
十
分
に
な
さ
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
と
な
る
こ
の
よ
う
な
痛

ま
し
い
事
件
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
件
の
根
底
に
あ
る
社
会
の
抱
え
る
矛
盾
に
つ
い
て

も
掘
り
下
げ
て
検
証
し
、
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
守
り
支
え
て
い
く
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
、
大
人
の
責

任
を
重
く
受
け
止
め
ま
し
た
。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「豊かにする会」からは、熊本市

に対し、切実な要望が出されてい

ます。障がい者の声に応え、安心し

て暮らせるよう、障がい者サービ

スの充実に努めることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者が安心して暮らせる熊本市へ 
 5 月 26 日、熊本市障がい者福祉センター希望荘で、「障がい者・児

の生活を豊かにする会」総会が開かれ、上野みえこ議員が参加しまし

た。当事者の切実な声が出されるとともに、記念講演では、「障がい者

の生活と権利を守る全国連絡協議会」事務局長の白沢仁さんが、国の

社会保障制度の動向と、障がい者が直面する 65 歳の介護保険優先原

則の問題、障がい者雇用偽装問題、旧優生保護法による強制不妊手術

の問題、障害年金認定等についてお話されました。 

障がい者の願いを受けとめ、施策の拡充を！ 

【熊本市への要望】 

１、 重度心身障害者医療費助成の対象枠拡大、21,000 円を 

超える場合の現物給付実施 

２、 障がい者の入院給食費・差額ベッド料への助成など 

３、 重度訪問介護・家事援助・移動支援等の時間確保 

４、 介護従事者の確保 

５、 入所施設の拡充 

６、 障がい者向け市営住宅を増やす 

７、 さくらカードの ICカードはやめて、利用料を無料に 

８、 タクシー券の拡充を 

９、 ガソリン券の対象・金額の拡充 

１０、低床バス・低床電車を増やし、運行の拡充を 

１１、日常生活用具の拡充を（音声体重計など） 

１２、市役所・区役所の設備改善（多目的トイレの改善等） 

１３、障がい者福祉センター希望荘の設備改善（トイレ等） 

開かれた、適正な採択のためには、検定制度そのものを改善していくこと、国際

的には常識となっている学校ごとの採択実現などをすすめる必要があります。 

 同じく文科省「教科書採択関係状

況調査」では、圧倒的多数の市町村

がすべての教科書見本全種類を教

育委員に提供していないばかりか、

全く提供していない自治体が 1 割

近くもあります。採択にかかわる教

育委員に教科書見本がきちんと提

供しないで適正な採択ができるで

しょうか。 
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侵略戦争美化の教科書を採択させない 
国民・市民に開かれた教科書制度・採択を！ 

 5 月 26 日、「教科書ネットくまもと」の総会が開かれ、「子どもと教科

書ネット 21」常任運営委員の吉田典裕さんが新学習指導要領と小学校教

科書検定について講演されました。 

「開かれた採択」に逆行している実態 

市町村教育委員会における公表状況 

  2018 年 2015 年 

   （％） 公表 非公表 公表 非公表 

採択結果 59.3 40.7 63.8 36.2 

採択理由 43.6 56.4 44.9 55.1 

採択地区協議会の議

事録 
27.6 72.4 28.9 71.1 

調査研究資料 31.6 68.4 30 70 

＊文部科学省「2018 年度教科書採択関係状況調査」より 

 

 文部科学省の2018年度教

科書採択関係状況調査で

は、前回（2015 年度）と比

べ、教科書採択に係る結果

や理由・議事録の市町村別

公表率は下がっており、「開

かれた採択」に逆行する状

況となっています。 

教育委員への教科書見本の提供状況 

自宅・職場に送付するなど、教育

委員全員に全種類を提供 
22.30% 

専用の部屋等に、教育委員等全員

が閲覧するために据え置いている 
37.20% 

採択に関連する会議で配布資料と

してのみ活用している 
27.80% 

特に提供していない 9.20% 

その他 3.40% 

＊文部科学省「2018 年度教科書採択関係状況調査」  

  

 

 

教育委員に教科書見本が提供されていない実態も 
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